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あっても、村落 を構成 している他の諸集団と遊離 しているのではなぐ、 これらの集団と密接な連
関をもちながら、村落内部に論いて一定の位置にあって、ある種の機能を果 しているからである。
また、直接社会教育を果すことを目的 として結成された集団でなぐとも、間接的には重要左社会.





































































集団の変容を無視 した り、あるいは集団のみに注 目し、経済的政治的要因の究明に欠けたのす
る欠陥が見 られた。また、農村の変動を都市化との関連 で見ようとする試みは余 り多 ぐなかっ
















性を明らかに したことは、学界に対 して創見を加えた竜のとして高 く評価される。また、実地調
査についてみても、著者は充分な知見と調査力量を竜つことが認め られる。よって教育学博士の
学位を授一与されるに適当左ものと認定する。
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